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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 半 環 管 と 案 内 管 と を 含 む 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 し た 装 置 で あ っ て 、 前 記 半  
環 管 の 側 部 に 案 内 管 又 は 経 口 気 管 挿 管 が 入 れ ら れ る 開 口 が 設 け ら れ て お り 、 前 記 案 内 管 の  
直 径 は 半 環 管 の 直 径 よ り も 小 さ く 、 前 記 半 環 管 の 内 壁 に 、 及 び 案 内 管 の 側 壁 に お け る 端 部  
に 近 い 位 置 に 互 い に 組 み 合 わ せ ら れ た 磁 気 吸 引 部 が 設 け ら れ 、
経 口 気 管 挿 管 を 用 い 、 応 急 手 当 が 終 了 後 、 ま ず 、 経 口 気 管 挿 管 中 の バ ル ー ン 内 の ガ ス を 抜  
い て か ら 、 半 環 管 を 経 口 気 管 挿 管 の 外 縁 に 被 覆 し て 密 着 さ せ 、 つ い で に 軽 く 気 道 に 送 り 込  
み 、 経 口 気 管 挿 管 が あ る の で 、 半 環 管 は 経 口 気 管 挿 管 か ら 案 内 さ れ て 気 道 の 内 部 に 円 滑 に  
送 り 込 ま れ 得 、
半 環 管 が 適 当 な 深 さ ま で 挿 入 さ れ た 後 、 経 口 気 管 挿 管 を 取 り 去 り 、
案 内 管 が 鼻 道 を 経 由 し て 声 門 位 置 ま で 送 ら れ 、 こ の 場 合 半 環 管 と 案 内 管 の 磁 気 吸 引 部 が 声  
門 付 近 に 互 い に 吸 引 さ れ る こ と で 、 半 環 管 と 案 内 管 と が 結 合 さ れ 、 そ の 後 、 案 内 管 の ま も  
な く 気 道 内 に 滑 り 込 む 方 向 を 精 確 に 位 置 決 め し 、 そ の 後 少 し 力 を 入 れ れ ば 、 案 内 管 は 気 道  
内 に 滑 り 込 む こ と が 可 能 で あ り 、
口 腔 位 置 か ら 半 環 管 を 取 り 去 り 、
経 鼻 気 管 挿 管 を 、 適 切 な 挿 管 の 深 さ に 達 す る ま で 案 内 管 に 沿 い 気 道 に 送 り 込 み 、
再 び 経 鼻 気 管 挿 管 が う ま く 留 置 し た こ と を 確 認 し た 後 、 案 内 管 を 抜 き 、 そ の 後 、 経 鼻 気 管  
挿 管 を 固 定 し 、 呼 吸 補 助 設 備 に 接 続 す る こ と に よ り 、 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更  
す る

請求項の数　4　（全11頁）
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　 こ と を 特 徴 と す る 、 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 し た 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 開 口 が 半 環 管 の 両 端 ま で 延 伸 し て 、 半 環 管 は 外 力 の 作 用 を 受 け る こ と な く Ｕ 字 状 を  
呈 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 し た 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 案 内 管 に 挿 入 の 深 さ を 示 す 目 盛 り が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に  
記 載 の 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 し た 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 案 内 管 の 目 盛 り の 示 度 は ５ ～ ６ ５ ｃ ｍ で あ り 、 前 記 案 内 管 の 長 さ は ６ ５ ～ ７ ５ ｃ ｍ  
で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 し た 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 医 療 器 械 の 技 術 分 野 に 関 し 、 具 体 的 に は 、 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変  
更 し た 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 気 管 挿 管 は 重 篤 患 者 の 気 道 の 開 通 を 確 保 し 、 通 気 を 改 善 し 、 酸 素 化 を 維 持 す る 重 要 な 措  
置 で あ り 、 経 口 気 管 挿 管 と 経 鼻 気 管 挿 管 の ２ 種 類 の 方 法 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 経 口 気 管 挿 管 は 操 作 が 簡 単 で 速 や か で あ り 、 治 療 時 間 が 短 く 、 挿 管 の 成 功 率 が 高 く 、 重  
症 急 性 患 者 の 応 急 手 当 に 用 い ら れ る こ と が 多 く 、 患 者 の 通 気 を 速 や か に 改 善 す る こ と が で  
き る 。 し か し 、 そ の 後 の 長 期 治 療 に お い て 非 常 に 顕 著 な 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 １ ． 患 者 の 口 腔 及 び そ の 関 連 構 造 の 生 理 的 機 能 に 悪 影 響 を 与 え る 。 一 方 で は 、 長 期 間 経  
口 気 管 挿 管 を 留 置 す る と 、 患 者 に 喉 痛 、 嗄 声 、 血 痰 、 上 顎 粘 膜 破 損 、 舌 の 圧 迫 腫 れ 、 口 腔  
静 脈 還 流 障 害 等 の 併 発 症 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る 。 他 方 で は 、 長 期 間 受 動 的 に 「 口 を 開 け  
て 管 を 銜 え る 」 と い う 姿 勢 で 、 患 者 の 下 顎 関 節 の 一 過 性 又 は 永 久 的 な 脱 臼 を 引 き 起 こ す 可  
能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ２ ． 患 者 の 口 腔 衛 生 に 悪 影 響 を 与 え る 。 経 口 気 管 挿 管 の 固 定 性 は 、 歯 の 完 全 性 、 噛 合 機  
能 、 咳 反 射 、 意 識 状 態 等 を 含 む 多 く の 要 素 か ら 影 響 さ れ る 。 例 え ば 高 齢 患 者 は 、 そ の 生 理  
的 に 歯 牙 が 欠 損 し 、 歯 茎 が ぐ ら つ き 、 噛 合 力 が 弱 ま る こ と で 、 経 口 気 管 挿 管 は 相 対 的 に 安  
定 し た 固 定 支 点 を 失 い 、 非 常 に 脱 出 し や す い 。 ま た 、 若 者 患 者 は 、 そ の 咳 反 射 が 強 く 、 噛  
合 力 が 強 い が 、 挿 管 に 対 す る 耐 性 が 悪 く 、 落 ち 着 か な く て 気 管 挿 管 を 喀 出 す る こ と が 多 く  
、 送 気 が 中 止 と な る 。 又 は チ ュ ー ブ を 噛 ん で 気 管 挿 管 が 崩 れ て 、 送 気 が 難 し く な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ３ ． 経 口 気 管 挿 管 は 移 動 度 が 大 き く 、 耐 性 が 悪 い 。 経 口 気 管 挿 管 は 口 腔 を 介 し て 送 り 込  
ま れ 、 口 腔 内 に 左 右 に 移 動 す る こ と が で き る し 、 嚥 下 動 作 と と も に 上 下 に 移 動 す る こ と も  
で き る の で 、 咽 頭 、 咽 頭 後 壁 に 対 す る 刺 激 が 大 き く 、 む か つ き 、 吐 き 気 等 の 不 調 を 引 き 起  
こ す の で 、 耐 性 が 悪 い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の た め 、 臨 床 業 務 に お い て 、 経 口 気 管 挿 管 の 留 置 時 間 は ３ ～ ７ 日 間 で あ る こ と が 多 く  
、 最 長 で １ ４ 日 間 を 超 え な い 。 疾 患 の 治 療 コ ー ス で 長 い 期 間 気 道 通 路 に 留 置 す る 必 要 の あ  
る と 予 測 さ れ て い る 患 者 で は 、 非 侵 襲 的 な 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 す る か 、 又 は 侵 襲 的 な 一 時  
的 気 管 切 開 術 を 施 行 す る こ と を 早 急 に 考 え な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 経 鼻 気 管 挿 管 は 耐 え や す く 、 固 定 し や す く 、 ケ ア し や す く 、 留 置 時 間 が 長 い 等 の 優 位 性  
を 有 す る 。 １ ． 経 口 気 管 挿 管 と は 異 な り 、 経 鼻 気 管 挿 管 は 鼻 腔 か ら 入 る の で 、 移 動 性 が 相  
対 的 に 小 さ く 、 固 定 し や す く 、 脱 管 リ ス ク を 低 減 す る と 同 時 に 、 患 者 の オ ー ラ ル ケ ア 及 び  
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経 口 摂 食 が 一 層 便 利 に な る 。 ２ ． 経 鼻 気 管 挿 管 は 喉 へ の 刺 激 が 小 さ く 、 嘔 吐 反 射 の 発 生 率  
が 低 く 、 患 者 は よ り 耐 え や す く 、 臨 床 で の 鎮 静 ・ 鎮 痛 薬 の 使 用 の 減 少 に 有 利 で あ り 、 臨 床  
の 実 践 に お い て 、 一 部 の 患 者 は 経 鼻 気 管 挿 管 を 使 用 す る 期 間 に 鎮 静 ・ 鎮 痛 薬 を 使 用 す る 必  
要 が な い 。 ３ ． 早 期 経 鼻 気 管 挿 管 が さ れ る 患 者 は 、 そ の 機 械 的 通 気 に 頼 る 時 間 が 明 ら か に  
経 口 気 管 挿 管 が さ れ る 患 者 よ り も 短 く 、 そ の 上 、 一 部 の 患 者 は 気 管 切 開 術 の 施 行 を 回 避 し  
た 。 そ し て 、 患 者 の 家 族 及 び 一 部 の 意 識 清 明 で あ る 患 者 は 経 鼻 気 管 挿 管 に 対 す る 受 容 性 も  
よ り 高 く な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の た め 、 緊 急 の 場 合 、 経 口 気 管 挿 管 を 用 い て 気 道 を 開 放 さ せ る 重 篤 患 者 は 医 者 か ら 評  
価 さ れ た 後 、 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 す る 必 要 が あ る 。 口 腔 と 鼻 腔 の 経 路 は 通 じ な い の で 、 現  
在 臨 床 操 作 に お い て 、 ま ず 、 経 口 気 管 挿 管 を 徹 底 的 に 抜 か な け れ ば な ら ず 、 そ の 後 ブ ラ イ  
ン ド 挿 管 、 喉 頭 鏡 補 助 、 気 管 支 フ ァ イ バ ー ス コ ー プ 補 助 、 Ｌ Ｅ Ｄ ラ イ ト 補 助 、 超 音 波 補 助  
等 の 方 法 に よ り 改 め て 経 鼻 で チ ュ ー ブ を 入 れ る 。 こ の 過 程 は 高 い 難 度 及 び リ ス ク を 有 す る  
。 １ ． 生 理 的 観 点 か ら 、 一 回 経 口 気 管 挿 管 さ れ た 気 道 粘 膜 に は あ る 程 度 の 充 血 、 水 腫 が あ  
る こ と が 多 く 、 可 視 喉 頭 鏡 の 補 助 下 で も 解 剖 構 造 は 明 瞭 で な い 可 能 性 が あ る 。 ２ ． 重 篤 患  
者 は 経 口 気 管 挿 管 が 抜 き 取 ら れ る 場 合 、 声 門 下 喀 痰 又 は 気 道 分 泌 物 は 多 く 溢 れ 出 、 さ ら に  
声 門 付 近 の 視 野 の 可 視 度 が 低 減 さ れ る 。 ３ ． 経 口 気 管 挿 管 を 抜 き 取 る 場 合 、 暫 く 完 全 に 呼  
吸 補 助 サ ポ ー ト を 切 断 す る と 同 様 で あ り 、 患 者 は 酸 素 飽 和 度 又 は 酸 素 化 が 速 や か に 下 が る  
こ と を 経 験 す る 可 能 性 が あ る 。 ４ ． 十 分 な 量 の 麻 酔 薬 又 は 筋 弛 緩 剤 を 使 用 す る 場 合 、 一 方  
で は 、 患 者 の 自 発 呼 吸 を 阻 害 し 、 他 方 で は 、 体 温 と 血 圧 を 低 減 し て 、 生 命 徴 候 を 維 持 で き  
ず 、 命 を 脅 か す 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の た め 、 気 管 挿 管 患 者 は チ ュ ー ブ 交 換 を 補 助 し 、 チ ュ ー ブ 交 換 過 程 で 全 コ ー ス で 「 ぴ  
っ た り と 繋 が こ と を 実 現 で き 、 る 」 い つ で も 呼 吸 補 助 設 備 を ア ク セ ス で き 、 挿 管 を 繰 り 返  
す こ と を 防 止 し て 気 道 の 損 傷 を 減 少 し 、 操 作 が 便 利 で あ り 素 早 い 補 助 道 具 を 必 要 と し 、 チ  
ュ ー ブ 交 換 の 成 功 率 を 向 上 し 、 チ ュ ー ブ 交 換 過 程 で の リ ス ク を 低 減 し 、 最 終 的 に 患 者 の 予  
後 を 改 善 す る 目 的 を 達 成 さ せ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 問 題 を 克 服 し 、 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 し た 装 置 を 提  
供 す る こ と で あ る 。 上 記 目 的 を 実 現 す る た め に 、 本 発 明 は 以 下 の 技 術 的 手 段 を 用 い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 半 環 管 と 案 内 管 と を 含 む 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 し た 装 置 で あ っ て 、 前 記 半  
環 管 の 側 部 に 案 内 管 又 は 気 管 挿 管 が 入 れ ら れ る 開 口 が 設 け ら れ て お り 、 前 記 案 内 管 の 直 径  
は 半 環 管 の 直 径 よ り も 小 さ く 、 前 記 半 環 管 の 内 壁 に 、 及 び 案 内 管 の 側 壁 に お け る 端 部 に 近  
い 位 置 に 互 い に 組 み 合 わ せ ら れ た 磁 気 吸 引 部 が 設 け ら れ て い る 、 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻 気 管  
挿 管 に 変 更 し た 装 置 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 改 善 と し て は 、 前 記 開 口 が 半 環 管 の 両 端 ま で 延 伸 し て 、 半 環 管 は 外 力 の 作 用 を 受 け る こ  
と な く Ｕ 字 状 を 呈 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 改 善 と し て は 、 前 記 案 内 管 に 挿 入 の 深 さ を 示 す 目 盛 り が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 改 善 と し て は 、 前 記 案 内 管 の 目 盛 り の 示 度 は ５ ～ ６ ５ ｃ ｍ で あ り 、 前 記 案 内 管 の 長 さ は  
６ ５ ～ ７ ５ ｃ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 改 善 と し て は 、 前 記 磁 気 吸 引 部 が 半 環 管 の 内 壁 に お け る 中 間 部 に 近 い 位 置 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の メ リ ッ ト は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】



10

20

30

40

50

JP 7606043 B1 2024.12.24(4)

　 本 発 明 は 、 半 環 管 を 案 内 管 に 合 わ せ る 方 法 を 用 い て 気 管 挿 管 を 補 助 案 内 し 、 チ ュ ー ブ 交  
換 の 難 度 を 効 果 的 に 低 減 し 、 チ ュ ー ブ 交 換 の 成 功 率 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 は 、 「 経 口 気 管 挿 管 か ら 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 す る 」 と い う チ ュ ー ブ 交 換 過 程 で 暫  
く 呼 吸 補 助 か ら 離 れ ざ る を 得 ず 、 麻 酔 薬 、 筋 弛 緩 薬 等 を 使 用 す る こ と に よ る 患 者 の 生 命 徴  
候 の 急 変 、 命 を 脅 か す リ ス ク を 最 大 限 に 低 減 す る こ と が で き る と と も に 、 チ ュ ー ブ 交 換 の  
一 回 の 成 功 率 を 大 き く 向 上 し 、 挿 管 を 繰 り 返 し て 気 道 の 損 傷 が 悪 化 す る こ と を 回 避 す る こ  
と が で き る 。 同 時 に 、 こ の 装 置 は 操 作 が 簡 単 で あ り 学 び や す く 、 基 幹 病 院 ま で 普 及 さ せ て  
、 そ の 重 要 な 臨 床 応 用 価 値 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ に お け る 半 環 管 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ に お け る 案 内 管 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 １ に お け る 半 環 管 、 案 内 管 及 び 経 口 気 管 挿 管 の 直 径 の 比 較 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 口 、 鼻 及 び 気 道 位 置 の 概 略 的 解 剖 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 １ に お い て 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 す る 操 作 の フ ロ ー チ ャ ー ト  
で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 １ に お い て 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 す る 操 作 の フ ロ ー チ ャ ー ト  
で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 例 １ に お い て 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 す る 操 作 の フ ロ ー チ ャ ー ト  
で あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 例 １ に お い て 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 す る 操 作 の フ ロ ー チ ャ ー ト  
で あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 例 １ に お い て 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 す る 操 作 の フ ロ ー チ ャ ー ト  
で あ る 。
【 図 １ ０ 】 実 施 例 １ に お い て 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 す る 操 作 の フ ロ ー チ ャ ー  
ト で あ る 。
【 図 １ １ 】 実 施 例 １ に お い て 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 す る 操 作 の フ ロ ー チ ャ ー  
ト で あ る 。
【 図 １ ２ 】 実 施 例 １ に お い て 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 す る 操 作 の フ ロ ー チ ャ ー  
ト で あ る 。
【 図 １ ３ 】 実 施 例 １ に お い て 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 す る 操 作 の フ ロ ー チ ャ ー  
ト で あ る 。
【 図 １ ４ 】 実 施 例 １ に お い て 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 す る 操 作 の フ ロ ー チ ャ ー  
ト で あ る 。
【 図 １ ５ 】 実 施 例 １ に お い て 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 す る 操 作 の フ ロ ー チ ャ ー  
ト で あ る 。
【 図 １ ６ 】 半 環 管 と 経 口 気 管 挿 管 が 嵌 挿 さ れ る 場 合 の 概 略 的 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 案 内 管 と 経 鼻 気 管 挿 管 が 嵌 挿 さ れ る 場 合 の 概 略 的 構 成 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 の 目 的 、 技 術 的 手 段 及 び メ リ ッ ト を よ り 明 ら か に す る た め に 、 以 下 、 本  
発 明 の 実 施 例 中 の 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 実 施 例 中 の 技 術 的 手 段 を 明 確 で 完 全 に 説  
明 す る 。 明 ら か に 、 説 明 さ れ る 実 施 例 は 本 発 明 の 一 部 の 実 施 例 で あ り 、 全 て の 実 施 例 で は  
な い 。 通 常 、 こ こ で 、 図 面 に 説 明 表 示 さ れ る 本 発 明 の 実 施 例 の ア セ ン ブ リ は 、 種 々 の 異 な  
る 配 置 で 配 列 と 設 計 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 の 実 施 例 の 説 明 に お い て 、 用 語 「 中 心 」 、 「 上 」 、 「 下 」 、 「 左 」 、 「 右  
」 、 「 垂 直 」 、 「 水 平 」 、 「 内 」 、 「 外 」 等 で 示 さ れ る 方 位 又 は 位 置 関 係 は 、 図 面 に 示 す  
方 位 又 は 位 置 関 係 に 基 づ く も の で あ り 、 又 は 該 発 明 の 製 品 が 使 用 時 に 通 常 置 か れ る 方 位 又  
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は 位 置 関 係 で あ る 。 本 発 明 を 容 易 に 説 明 し 、 及 び 説 明 を 簡 単 に す る も の に 過 ぎ ず 、 示 さ れ  
る 装 置 又 は 素 子 が 特 定 の 方 位 を 有 し 、 特 定 の 方 位 で 構 成 、 操 作 し な け れ ば な ら な い こ と を  
指 示 又 は 暗 示 す る も の で は な い 。 従 っ て 、 本 発 明 を 制 限 す る も の と 理 解 さ れ る べ き で は な  
い 。 ま た 、 用 語 「 第 １ 」 、 「 第 ２ 」 、 「 第 ３ 」 等 は 区 別 説 明 す る た め の も の に 過 ぎ ず 、 相  
対 的 な 重 要 性 を 指 示 又 は 暗 示 す る も の と 理 解 さ れ る べ き で は な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 「 水 平 」 、 「 垂 直 」 、 「 懸 垂 」 等 の 用 語 は 、 部 材 が 絶 対 水 平 又 は 懸 垂 と な る こ と  
が 要 求 さ れ る こ と を 示 さ ず 、 や や 傾 斜 し て も よ い 。 例 え ば 、 「 水 平 」 と は 、 そ の 方 向 が 「  
垂 直 」 に 対 し て よ り 水 平 と な る こ と の み を 意 味 し 、 該 構 造 が 必 ず 完 全 に 水 平 で あ る こ と を  
示 さ ず 、 や や 傾 斜 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 の 説 明 に お い て 、 「 複 数 」 と は 少 な く と も ２ つ を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 本 発 明 の 実 施 例 の 説 明 に お い て 、 別 途 明 確 な 規 定 や 限 定 が な い 限 り 、 用 語 「 設 置  
」 「 取 付 」 、 「 連 結 」 、 「 接 続 」 が 現 れ る 場 合 、 広 く 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 例 え ば 、 固  
定 接 続 さ れ て も よ く 、 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ て も よ く 、 又 は 一 体 的 に 接 続 さ れ て も よ い 。 機  
械 的 に 接 続 さ れ て も よ く 、 電 気 的 に 接 続 さ れ て も よ い 。 直 接 連 結 さ れ て も よ く 、 仲 介 部 材  
に よ っ て 間 接 的 に 連 結 さ れ て も よ く 、 ２ つ の 素 子 内 部 が 連 通 し て も よ い 。 当 業 者 で あ れ ば  
、 具 体 的 な 状 況 に 応 じ て 、 本 発 明 に お け る 上 記 用 語 の 具 体 的 な 意 味 を 理 解 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
実 施 例 １
　 本 実 施 例 で は 、 半 環 管 １ と 案 内 管 ２ と を 含 む 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 し た 装  
置 が 開 示 さ れ て い る 。 半 環 管 １ の 側 部 に 案 内 管 ２ 又 は 気 管 挿 管 が 入 れ ら れ る 開 口 １ １ が 設  
け ら れ て お り 、 開 口 １ １ が 半 環 管 １ の 両 端 ま で 延 伸 し て 、 半 環 管 １ は 外 力 の 作 用 を 受 け る  
こ と な く Ｕ 字 状 を 呈 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 案 内 管 ２ の 直 径 は 半 環 管 １ の 直 径 よ り も 小 さ く 、 半 環 管 １ の 内 壁 に 、 及 び 案 内 管 ２ の 側  
壁 に お け る 端 部 に 近 い 位 置 に 互 い に 組 み 合 わ せ ら れ た 磁 気 吸 引 部 ３ が 設 け ら れ て い る 。 磁  
気 吸 引 部 ３ が 半 環 管 １ の 内 壁 に お け る 中 間 部 に 近 い 位 置 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 案 内 管 ２ に 挿 入 の 深 さ を 示 す 目 盛 り ４ が 設 け ら れ て い る 。 目 盛 り ４ の 示 度 は ５ ～ ６ ５ ｃ  
ｍ で あ り 、 案 内 管 ２ の 長 さ は ６ ５ ～ ７ ５ ｃ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 使 用 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 患 者 は 緊 急 に 応 急 手 当 を 受 け た 後 、 一 般 的 に 経 口 気 管 挿 管 を 用 い 、  
応 急 手 当 が 終 了 後 し ば ら く し て か ら 、 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 換 す る 必 要 が あ る  
と 医 者 か ら 評 価 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 具 体 的 な 操 作 ス テ ッ プ は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 Ｓ １ ． ま ず 、 経 口 気 管 挿 管 Ａ 中 の バ ル ー ン 内 の ガ ス を 抜 い て か ら 、 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す  
よ う に 、 半 環 管 １ を 経 口 気 管 挿 管 Ａ の 外 縁 に 被 覆 し て 密 着 さ せ 、 つ い で に 軽 く 気 道 に 送 り  
込 ん だ 。 経 口 気 管 挿 管 Ａ が あ る の で 、 半 環 管 １ は 経 口 気 管 挿 管 か ら 案 内 さ れ て 気 道 の 内 部  
に 円 滑 に 送 り 込 ま れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 Ｓ ２ ． 半 環 管 １ が 適 当 な 深 さ （ 約 ２ ０ ～ ２ ２ ｃ ｍ ） ま で 挿 入 さ れ た 後 、 図 ８ に 示 す よ う  
に 、 経 口 気 管 挿 管 Ａ を 取 り 去 っ た 。 こ の 場 合 、 半 環 管 １ は 気 道 に 置 か れ て い る の で 、 病 状  
に 必 要 で あ れ ば 、 半 環 管 １ を 用 い て 呼 吸 補 助 設 備 に 接 続 し て 、 患 者 の 酸 素 化 を 維 持 す る こ  
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と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 Ｓ ３ ． 図 ９ 及 び 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 案 内 管 ２ が 鼻 道 を 経 由 し て 声 門 位 置 ま で 送 ら れ 、  
こ の 場 合 半 環 管 １ と 案 内 管 ２ の 磁 気 吸 引 部 ３ が 声 門 付 近 に 互 い に 吸 引 さ れ る こ と で 、 半 環  
管 １ と 案 内 管 ２ と が 結 合 さ れ 、 そ の 後 、 案 内 管 ２ の ま も な く 気 道 内 に 滑 り 込 む 方 向 を 精 確  
に 位 置 決 め し 、 そ の 後 少 し 力 を 入 れ れ ば 、 案 内 管 ２ は 気 道 内 に 滑 り 込 む こ と が 可 能 で あ っ  
た 。 目 盛 り ４ に よ り 案 内 管 は 適 切 な 解 剖 の 深 さ に 達 す る か を 確 定 す る 。 通 常 大 人 は 約 ２ ５  
ｃ ｍ で あ り 、 な か で も 、 女 性 は ２ ４ ｃ ｍ で あ り 、 男 性 は ２ ６ ｃ ｍ で あ る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 Ｓ ４ ． 図 １ １ に 示 す よ う に 、 口 腔 位 置 か ら 半 環 管 １ を 取 り 去 っ た 。 開 口 １ １ の 作 用 に よ  
り 、 半 環 管 １ を 取 り 去 る 場 合 、 案 内 管 ２ の 位 置 に 影 響 せ ず 、 案 内 管 ２ を 引 っ 張 り 、 さ ら に  
患 者 の 気 道 を 刺 激 す る こ と も な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 Ｓ ５ ． 図 １ ２ ～ 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 経 鼻 気 管 挿 管 Ｂ を 、 適 切 な 挿 管 の 深 さ に 達 す る ま  
で ガ イ ド 管 １ に 沿 い 気 道 に 送 り 込 ん だ 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 Ｓ ６ ． 従 来 の 聴 診 又 は 呼 吸 終 期 二 酸 化 炭 素 等 の 検 出 方 法 に よ り 、 再 び 経 鼻 気 管 挿 管 Ｂ が  
う ま く 留 置 し た こ と を 確 認 し た 後 、 ガ イ ド 管 ２ を 抜 い た （ 図 １ ５ ） 。 そ の 後 の 通 常 の ス テ  
ッ プ に 従 い 経 鼻 気 管 挿 管 Ｂ を 固 定 し 、 呼 吸 補 助 設 備 に 接 続 し た 。 こ こ に 至 っ て 、 経 口 気 管  
挿 管 を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 す る こ と を 完 成 し た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 は 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 す る こ と を 効 果 的 に 補 助 し 、 気 管 交 換 過 程  
で 存 在 し 得 る 複 数 の リ ス ク を 減 少 し 、 患 者 の 呼 吸 サ ポ ー ト 方 法 を 改 善 し 、 予 後 を 向 上 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 例 を 詳 し く 説 明 し た が 、 そ れ は 例 に 過 ぎ ず 、 本 発 明 は 以 上  
に 説 明 さ れ た 具 体 的 な 実 施 例 と 同 様 で は な い 。 当 業 者 に と っ て 、 本 発 明 に 対 し て 行 わ れ た  
同 様 な 変 形 及 び 置 換 は 何 れ も 本 発 明 の 範 囲 に あ る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 趣 旨 と 原 則 を 逸 脱 す  
る こ と な く 為 さ れ た 均 等 な 変 形 及 び 修 正 は 、 全 て 本 発 明 の 保 護 範 囲 に 含 ま れ る べ き で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
１     半 環 管
１ １     開 口
２     案 内 管
３     磁 気 吸 引 部
４     目 盛 り
Ａ     経 口 気 管 挿 管
Ｂ     経 鼻 気 管 挿 管
Ｃ     口 腔
Ｄ     鼻 腔
Ｅ     声 門
Ｆ     気 道
Ｇ     食 道
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【 要 約 】       （ 修 正 有 ）
【 課 題 】 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 し た 装 置 を 提 供 す る 。
【 解 決 手 段 】 半 環 管 １ と 案 内 管 ２ と を 含 む 経 口 気 管 挿 管 Ａ を 経 鼻 気 管 挿 管 に 変 更 し た 装 置  
で あ っ て 、 半 環 管 の 側 部 に 案 内 管 又 は 気 管 挿 管 が 入 れ ら れ る 開 口 が 設 け ら れ て お り 、 案 内  
管 の 直 径 は 半 環 管 の 直 径 よ り も 小 さ く 、 半 環 管 の 内 壁 に 、 及 び 案 内 管 の 側 壁 に お け る 端 部  
に 近 い 位 置 に 互 い に 組 み 合 わ せ ら れ た 磁 気 吸 引 部 が 設 け ら れ て い る 。 経 口 気 管 挿 管 を 経 鼻  
気 管 挿 管 に 変 更 す る こ と を 効 果 的 に 補 助 し 、 気 管 交 換 過 程 で 存 在 し 得 る 複 数 の リ ス ク を 減  
少 し 、 患 者 の 呼 吸 サ ポ ー ト 方 法 を 改 善 し 、 予 後 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 選 択 図 】 図 ３

【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】



10

20

30

40

50

JP 7606043 B1 2024.12.24(9)

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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